


＜プロフィール＞
●ゲスト
Vol.１○世古効史さん（尾鷲わっぱ／ぬし熊・四代目） Vol.２○田野栄一さん（田野那智黒石店・三代目）

●ナビゲーター
○中村 真さん（イマジン株式会社代表／尾道自由大学校長／自由大学及び尾道自由大学「神社学」教授）

昭和34年生まれ。
尾鷲市在住。

平成17年
森の名手・名人 認定
平成25年
尾鷲市無形文化財（工技） 指定

五感を刺激する 様々なプロジェクト「five sense project」プロデューサーとして全国の地域の魅力
再発見プロジェクトに参画。学生時代より世界を旅し、外から見ることで日本の魅力に改めて気づき、
温泉と神社を巡る日本一周を3度実行。

●申込方法
申込書に必要事項を明記のうえ、下記までFAXまたはメールでお申し込みください。
メールの場合は、タイトルを「三重の宝トーク申し込み」として、①氏名、②参加される回、
③電話番号（当日の連絡先）、④メールアドレスを明記してください。

●申込先 三重テラス事務局（中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX TEL 03-5542-1035）

FAX 03-5542-1034 ／ E-mail eigyo@pref.mie.lg.jp 

氏名 参加される回 ※□にチェックを入れてください。

□Vol.1（6月27日） □Vol.2（7月3日）

TEL（当日の連絡先） E-mail

※ご記入いただいた個人情報は、当トークの運営及び三重テラスイベントのご案内に利用します。

これまでご紹介してきた「三重の宝トーク」も、令和の新時代を迎え、第6弾、第7弾と歩を進めて参ります。
今回は三重が誇るモノづくりに焦点をあて、その源流に想いを馳せていきたいと考えています。
三重県は北と南に縦長な地形ですが、北部と南部では同じ県内といえども積み重ねてきた歴史も暮らしも違い、
特に南部は海と山がひときわ近く、故に伝わってきたモノづくりにその暮らしを反映しています。

まずご紹介したいのは、山に従事する人々の暮らしをつないできた「尾鷲わっぱ」。良質なヒノキを材料に45工
程という手間を惜しみなくかけることで産み出される軽くて丈夫な弁当箱・尾鷲わっぱを、土地の伝統として守り
続ける「ぬし熊 四代目」の世古さんをお迎えし、土地や暮らしの特徴を活かしたモノ作りへの想いと、伝統を受
け繋ぐ生き様について伺いたいと考えています。

その翌週は、さらに南の熊野市神川町を産出地とする「那智黒石」について、原石の採掘とともに先祖より伝わ
る山に生きる「田野那智黒石店 三代目」の田野さんをお迎えし、那智黒石の辿ってきた歴史を紐解いてみた
いと考えています。神川町で採れる黒石になぜ「那智」の名前が付いたのか。文献には古来より「那智黒石」の
名前があり、古くは遣唐使が中国に持ち帰ったとも伝わりますが、本来の産出地である神川町にはその伝承が
一切伝わっていません。途絶えた伝承の中で、しかし目の前にある土地の宝・那智黒石と親子３代向き合うこと
で、その価値を守り続けてきた田野さんの生き方と想いを、みなさんとともに感じていきたいと考えています。

＜ナビゲーター・中村 真さんからのメッセージ＞

昭和42年生まれ。
熊野市神川町在住。

平成30年～
熊野那智黒石協同組合理事長
熊野マリンスポーツ推進委員会会長


